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れ
た
一
作
品
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
『
笈
の
小
文
』
乙
州
編
集
説
は
、
ほ
ぼ
確
実
に
一
掃
さ
れ
た
が
、

反
論
が
大
き
く
、
終
息
の
波
も
素
早
か
っ
た
た
め
に
、
議
論
の
出
発
点
と
な
っ

た
表
現
上
の
沢
山
の
瑕
疵
が
軽
い
吟
味
の
後
に
放
置
さ
れ
て
残
っ
た
。『
笈
の

小
文
』
の
表
現
上
の
瑕
疵
は
、
一
体
、
い
か
な
る
表
現
努
力
の
過
程
で
生
ま
れ
、

瑕
疵
の
形
で
放
置
さ
れ
た
の
か
。宮
本
論
文
の
根
本
に
あ
る
は
ず
の
こ
の
問
が
、

乙
州
編
集
説
の
論
破
に
よ
っ
て
掻
き
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二  『
笈
の
小
文
』
に
つ
い
て

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）一
〇
月
二
五
日
に
江
戸
深
川
を
出
発
し
、
貞
享
五

年(

一
六
八
八)

四
月
下
旬
に
京
都
に
辿
り
着
く
ま
で
の
近
畿
巡
礼
を
取
り
扱

う
同
紀
行
は
、
ジ
ャ
ン
ル
上
は
俳
諧
の
紀
行
文
で
あ
る
。「
惣
七
宛
芭
蕉
書
簡

貞
享
五
年
四
月
二
五
日
付
」
に
見
る
と
お
り
、
同
紀
行
は
こ
の
回
国
修
行
中
か
ら

す
で
に
記
録
の
形
で
書
き
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
『
笈
の
小
文
』
が
、
貞
享

一  

一
つ
の
疑
義

松
尾
芭
蕉
作
『
笈
の
小
文
』に
顕
著
な
叙
述
の
瑕
疵
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、

必
ず
看
過
出
来
な
い
一
編
の
論
文
が
あ
る
。
故
宮
本
三
郎
氏
が
書
い
た
そ
の
論

文
は
、
単
純
に
言
え
ば
、『
笈
の
小
文
』
は
、
大
津
の
門
人
河か
わ
い
お
と
く
に

合
乙
州
が
松
尾

芭
蕉
の
没
後
に
、
草
稿
断
片
を
も
と
に
、
一
編
の
旅
の
集
と
し
て
編
集
し
た
も

の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
（
注
１
）。

こ
の
『
笈
の
小
文
』
乙
州
編
集

説
の
反
響
は
大
き
な
も
の
で
、
当
時
、
た
ち
ま
ち
幾
つ
か
の
反
論
が
書
か
れ
た

が
、
中
で
も
『
笈
の
小
文
』
の
草
稿
本
写
し
を
提
示
し
た
大
礒
義
雄
氏
（
注
２
）、
ま
た
、

各
断
片
の
接
合
に
見
え
る
『
笈
の
小
文
』
の
文
脈
を
説
明
し
て
、
謡
曲
形
式
の

文
脈
構
成
を
援
用
し
た
高
橋
庄
次
氏
（
注
３
）、さ
ら
に
、こ
れ
を
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）

に
死
亡
し
た
旅
の
同
行
者
坪
井
杜
国
追
悼
を
主
題
と
し
た
紀
行
文
で
あ
る
と
読

み
解
い
た
尾
形
仂
氏
（
注
４
）の
発
言
が
注
目
さ
れ
た
。
三
氏
は
、
こ
の
作
品
が
各
断
片

の
単
純
な
接
合
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
明
瞭
な
意
図
や
骨
格
を
も
っ
て
構
成
さ

『
笈
の
小
文
』
の
表
現
の
瑕
疵
に
つ
い
て

濱
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と
す
る
謡
曲
型
の
文
章
構
成
が
採
用
さ
れ
た
せ
い
だ
と
主
張
す
る

（
注
８
）。

し
か
し
、

こ
の
主
張
を
仮
に
肯
定
し
た
と
し
て
も
、『
笈
の
小
文
』
の
瑕
疵
の
大
半
が
高

橋
氏
の
主
張
で
説
明
で
き
る
訳
で
は
な
い
。『
笈
の
小
文
』の
表
現
上
の
瑕
疵
は
、

一
体
、
い
か
な
る
表
現
努
力
の
過
程
で
生
ま
れ
、
未
完
成
の
形
で
放
置
さ
れ
た

の
か
、
と
い
う
問
は
、
依
然
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。

三　

大
き
す
ぎ
る
序
章

そ
れ
で
は
ま
ず
、
宮
本
氏
が
『
笈
の
小
文
』
の
瑕
疵
と
見
な
す
代
表
的
な
二

箇
所
の
表
現
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、『
笈
の
小
文
』

の
冒
頭
部
に
あ
る
論
理
文
、
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
筆
者
が
「
伊
賀
・
伊
勢
紀

行
」
と
名
付
け
る
表
現
上
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
二
箇
所
を
取
り
上
げ

る
事
で
作
品
前
半
の
主
要
な
問
題
箇
所
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ

の
二
箇
所
は
芭
蕉
に
よ
る
文
脈
操
作
の
痕
跡
が
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
な
ぜ
、
文

脈
に
瑕
疵
や
断
絶
が
生
ず
る
の
か
を
実
証
的
に
説
明
す
る
事
が
出
来
る
。

さ
て
、
単
純
に
言
え
ば
『
笈
の
小
文
』
は
概
略
、【
起
】
江
戸
・
渥
美
・
名
古

屋
紀
行

（
注
９
）、【
承
】
伊
賀
・
伊
勢
紀
行
、【
転
】
吉
野
・
高
野
紀
行
、【
結
】
須
磨
・

明
石
紀
行
の
起
承
転
結
構
成
だ
と
考
え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
。
処
女
作
『
野
ざ
ら

し
紀
行
』
に
お
け
る
吉
野
登
山
、
代
表
作
『
奥
の
細
道
』
に
お
け
る
羽
黒
三
山
巡

礼
と
同
様
、
紀
行
文
の
頂
点
に
回
国
修
行
者
の
「
聖
地
」
を
配
置
し
、
長
い
歩
行

に
信
仰
生
活
の
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
で
紀
行
文
の
起
承
転
結
を
定
め
て
い
る（

注
10
）。

そ
の
中
に
あ
っ
て
『
笈
の
小
文
』
の
【
起
】
の
部
に
位
置
す
る
序
章
（
１
）

五
年(

元
禄
元
年
と
改
元)

八
月
下
旬
の
江
戸
帰
着
と
共
に
書
き
進
め
ら
れ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
が
、
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』
所
収
の
芭
蕉
発
句

五
三
句
の
う
ち
、
推
敲
の
痕
跡
が
あ
る
一
六
句
を
分
析
す
る
こ
と
で
同
紀
行
の

正
規
の
執
筆
時
期
を
考
察
し
た
阿
部
正
美
氏
（
注
５
）は

、
こ
の
作
品
の
成
立
を
元
禄
二

年
（
一
六
八
九
）
以
後
、
元
禄
三
年
以
前
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
綱
島
三
千

代
氏
は
、『
曠
野
』
所
収
句
の
中
に
須
磨
・
明
石
関
係
句
、
八
句
が
一
句
も
含

ま
れ
ず
、そ
の
未
収
句
「
か
た
つ
ぶ
り
」・「
蛸
壷
や
」
が
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

七
月
刊
『
猿
蓑
』
に
初
出
す
る
こ
と
を
上
げ
て
、『
笈
の
小
文
』
が
現
在
の
形

に
仕
上
げ
ら
れ
た
時
期
を
『
猿
蓑
』出
版
と
余
り
隔
た
ら
ぬ
時
期
と
推
定
す
る
（
注
６
）。

さ
ら
に
井
本
農
一
氏
は
、『
幻
住
庵
記
』に
『
笈
の
小
文
』
と
重
複
す
る
記
事
が

あ
る
事
以
下
数
点
を
根
拠
に
、『
笈
の
小
文
』
が
現
在
の
形
に
整
形
さ
れ
る
時

期
を
幻
住
庵
滞
在
（
元
禄
三
年
四
月
入
庵
）
か
ら
「
嵯
峨
日
記
」
が
書
か
れ
る

元
禄
四
年
五
月
四
日
ま
で
と
推
定
す
る
（
注
７
）。

こ
う
し
て
、貞
享
五
年
八
月
下
旬
の
江
戸
帰
着
時
か
ら
書
き
進
め
ら
れ
た『
笈

の
小
文
』
は
、
元
禄
三
年
四
月
か
ら
元
禄
四
年
七
月
ま
で
に
、
さ
ら
に
今
一
度
、

一
作
品
と
し
て
整
形
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
長
い
形
成
過
程
に
も
関
わ
ら
ず
、
断
片
の
集
合
か
と
見
ま
が
う
『
笈
の

小
文
』
の
文
章
の
特
質
は
、
文
章
の
瑕
疵
と
見
な
さ
れ
る
か
た
ち
で
放
置
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
事
実
、
相
当
の
瑕
疵
が
あ
る
か
ら
で
、
こ
の

作
品
が
草
稿
断
片
を
未
整
理
の
ま
ま
残
し
た
も
の
だ
と
い
う
主
張
に
大
差
は
な

い
。
唯
一
人
、
高
橋
氏
は
、
こ
れ
に
加
え
て
文
脈
の
切
断
や
飛
躍
を
常
套
手
段
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胸
中
に
た
ゝ
か
ふ
て
、
是
が
為
に
身
安
か
ら
ず
。
し
ば
ら
く
身
を
立
む
事

を
ね
が
へ
ど
も
、
こ
れ
が
為
に
さ
へ
ら
れ
、
暫
ク

学
て
愚
を
暁
ン

事
を
お
も

へ
ど
も
、
是
が
為
に
破
ら
れ
、
つ
ゐマ

マ

に
無
能
無
芸
に
し
て
、
只
此
一
筋
に

繋
る
。

Ｂ
西
行
の
和
歌
に
お
け
る
、
宗
祇
の
連
歌
に
お
け
る
、
雪
舟
の
絵
に
お
け
る
、

利
休
が
茶
に
お
け
る
、
其
貫
道
す
る
物
は
一
な
り
。
し
か
も
風
雅
に
お
け

る
も
の
、
造
化
に
し
た
が
ひ
て
四
時
を
友
と
す
。
見
る
所
花
に
あ
ら
ず
と

い
ふ
事
な
し
。
お
も
ふ
所
月
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
像
花
に
あ
ら
ざ

る
時
は
夷
狄
に
ひ
と
し
。
心
花
に
あ
ら
ざ
る
時
は
鳥
獣
に
類
ス
。
夷
狄
を
出
、

鳥
獣
を
離
れ
て
、
造
化
に
し
た
が
ひ
、
造
化
に
か
へ
れ
と
な
り
。

Ｃ
抑
道
の
日
記
と
い
ふ
も
の
は
、
紀
氏
・
長
明
・
阿
仏
の
尼
の
、
文
を
ふ
る
ひ

情
を
尽
し
て
よ
り
、
余
は
皆
俤
似
か
よ
ひ
て
、
其
糟
粕
を
改
る
事
あ
た
は
ず
。

ま
し
て
浅
智
短
才
の
筆
に
及
べ
く
も
あ
ら
ず
。
其
日
は
雨
降
、昼
よ
り
晴
て
、

そ
こ
に
松
有
、
か
し
こ
に
何
と
云
川
流
れ
た
り
な
ど
い
ふ
事
、
た
れ
B
C

も
い
ふ
べ
く
覚
侍
れ
ど
も
、
黄
哥奇

蘇
新
の
た
ぐ
ひ
に
あ
ら
ず
ば
云
事
な
か

れ
。
さ
れ
ど
も
其
処
B
C
の
風
景
心
に
残
り
、山
舘
野
亭
の
く
る
し
き
愁
も
、

且
は
は
な
し
の
種
と
な
り
、
風
雲
の
便
り
と
も
お
も
ひ
な
し
て
、
わ
す
れ
ぬ

所
D
C
跡
や
先
や
と
書
集
侍
る
ぞ
、
猶
酔
ル
者
の
A
語
に
ひ
と
し
く
、
い
ね

る
人
の
譫
言
す
る
た
ぐ
ひ
に
見
な
し
て
、
人
又
亡
聴
せ
よ
。

鳴
海
に
と
ま
り
て

星
崎
の
闇
を
見
よ
と
や
啼
千
鳥

自
己
省
察
、（
２
）
旅
支
度
、（
３
）
道
の
記
論
（
原
文
は
後
掲
）
に
接
続
上
の

不
具
合
を
感
じ
る
の
は
誰
し
も
だ
が
、
こ
の
序
章
（
１
）
に
つ
い
て
、
宮
本
氏

は
「
紀
行
の
序
と
し
て
は
、あ
ま
り
に
重
々
し
く
、頭
で
っ
か
ち
で
あ
る
。」「
こ

れ
は
こ
れ
自
身
独
立
し
た
一
つ
の
俳
文
と
私
は
考
え
た
い
。」
と
い
う
。
ま
た

（
１
）（
２
）（
３
）の
切
れ
続
き
の
不
自
然
さ
に
関
わ
る
井
本
農
一
氏
の
指
摘

（
注
11
）に

賛
同
し
て
「
何
か
不
自
然
な
違
和
感
を
持
つ
文
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
居
ら

れ
る
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
も
い
う
。

こ
の
冒
頭
文
（
１
）（
２
）（
３
）
の
切
れ
続
き
に
不
自
然
さ
が
有
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、そ
の
不
自
然
さ
は
、実
は「
結
果
」で
あ
っ
て「
原
因
」

で
は
な
い
。
序
章
（
１
）
の
論
理
文
を
一
纏
め
に
し
て
「
こ
れ
自
身
独
立
し
た

一
つ
の
俳
文
」
で
は
な
い
か
と
思
案
し
て
み
て
も
、
そ
の
不
自
然
さ
の
原
因
は

見
え
て
こ
な
い
。

で
は
、
こ
の
切
れ
続
き
の
不
自
然
さ
の
原
因
は
何
か
。
こ
の
冒
頭
文
の
組
み

立
て
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
れ
ば
、
こ
こ
で
実
際
に
起
き
た
事
が
見
え
る
よ
う

に
な
る
。

【
１
】（
１
）
自
己
省
察
・（
３
）
道
の
記
論

Ａ
百
骸
九
竅
の
中
に
物
有
。
か
り
に
名
付
て
風
羅
坊
と
い
ふ
。
誠
に
う
す
も

の
ゝ
か
ぜ
に
破
れ
や
す
か
ら
ん
事
を
い
ふ
に
や
あ
ら
む
。
か
れ
狂
句
を
好

こ
と
久
し
。
終
に
生
涯
の
は
か
り
ご
と
ゝ
な
す
。
あ
る
時
は
倦
で
放
擲
せ

ん
事
を
お
も
ひ
、
あ
る
時
は
す
ゝ
む
で
人
に
か
た
む
事
を
ほ
こ
り
、
是
非
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二
字
下
げ
て
発
句
、
さ
ら
に
一
〜
二
字
下
げ
て
発
句
前
書
を
書
く
、
句
・
文
書

き
分
け
は
、
大
礒
本
・
雲
英
本
と
も
共
通
す
る
。
こ
の
句
・
文
の
書
き
分
け
が

章
段
毎
の
改
行
表
示
と
重
な
る
の
だ
が
、
初
稿
と
さ
れ
る
大
礒
本
で
は
、
こ
の

書
式
が
曖
昧
で
、【
転
】
吉
野
・
高
野
紀
行
に
至
っ
て
初
め
て
規
則
的
な
も
の

に
変
わ
る
。

ち
な
み
に
こ
の
大
礒
本
で
は
、（
２
）「
旅
支
度
」
の
前
段
並
び
に
後
段
の
切

れ
目
に
改
行
は
無
く
、
こ
れ
に
続
く
雲
英
本
で
は
（
２
）「
旅
支
度
」
の
前
段

の
切
れ
目
の
み
に
改
行
が
あ
る
。
そ
し
て
乙
州
本
で
は
（
２
）「
旅
支
度
」
の

前
段
並
び
に
後
段
の
切
れ
目
に
改
行
が
あ
る
。も
し
こ
の
改
行
に
注
目
す
れ
ば
、

「
旅
支
度
」
を
後
日
の
挿
入
で
は
な
い
か
と
疑
う
思
案
は
浮
か
び
や
す
い
。

実
際
、
こ
の
論
理
文
の
文
脈
を
点
検
す
る
と
、
序
章
前
半
Ａ
の
末
尾
に
あ
る

「
只
此
一
筋
に

0

0

0

繋
る
。」（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）
と
、
序
章
Ｂ
冒
頭
の
「
西
行
の
和

歌
に
お
け
る
、
宗
祇
の
連
歌
に
お
け
る
、
雪
舟
の
絵
に
お
け
る
、
利
休
が
茶
に

お
け
る
、
其
貫
道
す
る
物
は
一
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」
と
は
一
続
き
の
文
脈
と
言
え
る
。
前

文
の
「
只
此
一
筋
に
繋
る
」
を
受
け
て
、そ
れ
を
「
其
貫
道
す
る
物
は
一
な
り

0

0

0

」

と
、も
う
一
度
確
認
す
る
構
文
だ
か
ら
で
あ
る
。こ
の
構
文
は「
此
一
筋
に
繋
る
」

も
の
と
「
貫
道
す
る
」
一
筋
の
も
の
と
を
繋
い
だ
上
で
、「
造
化
に
し
た
が
ひ
」

「
四
時
を
友
と
」
す
る
一
道
随
順
の
芸
能
論
を
提
唱
し
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
く
序
章
の
論
理
文
（
３
）
冒
頭
の
「
抑
（
そ
も
そ
も
）」
は
、
前

段
に
あ
る
Ａ
自
己
省
察
、
Ｂ
造
化
芸
能
論
を
踏
ま
え
て
本
旨
を
展
開
す
る
意
図

を
伝
え
る
接
続
詞
で
、
前
段
の
「
造
化
芸
能
論
」
で
風
雅
の
一
筋
に
数
え
ら
れ

【
２
】（
２
）
旅
支
度

神
無
月
の
初
、
空
定
め
な
き
け
し
き
、
身
は
風
葉
の
行
末
な
き
心
地
し
て
、

旅
人
と
我
名
よ
ば
れ
ん
初
し
ぐ
れ

又
山
茶
花
を
宿
D
C
に
し
て

岩
城
の
住
、
長
太
郎
と
云
も
の
、
此
脇
を
付
て
其
角
亭
に
お
ゐ
て
関
送
リ
せ
ん

と
も
て
な
す
。(

中
略) 
ゆ
へ
あ
る
人
の
首
途
す
る
に
も
似
た
り
と
、
い
と
物
め

か
し
く
覚
え
ら
れ
け
れ
。

ま
ず
序
章
（
２
）
の
叙
事
文
「
旅
支
度
」
を
掲
示
【
２
】
の
よ
う
に
除
外
す

る
こ
と
、
次
に
残
る
序
章
（
１
）
を
そ
の
文
意
に
従
っ
て
Ａ
自
己
省
察
と
Ｂ
造

化
芸
能
論
と
に
二
分
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
次
の
（
３
）
道
の
記
論
を
Ｃ
の
位

置
に
接
続
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
論
理
文
全
体
を
見
渡
す
事
が
で

き
る
。
こ
の
気
付
き
が
遅
れ
た
原
因
は
、こ
の「
旅
支
度
」を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、

序
章
を
一
纏
め
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
実
際
、
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』、
大
礒

本
『
笈
の
小
文
』の
字
面
は
、「
只
此
一
筋
に
繋
る
。
Ｂ
西
行
の
和
歌
に
お
け
る
」

が
一
行
内
で
直
結
し
て
お
り
、
こ
れ
を
前
後
に
分
け
て
Ａ
自
己
省
察
、
Ｂ
造
化

芸
能
論
と
二
分
す
る
思
案
は
湧
き
に
く
い
。

さ
ら
に
乙
州
本
で
は
一
行
末
が
一
文
節
の
途
中
で
切
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

ま
た
発
句
「
神
垣
や
」「
月
は
あ
れ
ど
」
の
行
末
が
二
文
字
の
折
り
返
し
で
書

か
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
自
筆
テ
キ
ス
ト
の
文
字
数
は
現
行
テ
キ
ス
ト
よ
り
二
〜

三
文
字
多
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
最
上
段
に
本
文
、
そ
こ
か
ら
一
〜
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し
か
も
こ
の
俳
文
の
首
尾
は
「
百
骸
九
竅
の
中
に
物
有
」（
荘
子
・
斉
物
論

第
二
）
に
始
ま
り
、「「
猶
酔
ル

者
の
A
語
に
ひ
と
し
く(

中
略)

、
人
又
亡
聴

せ
よ
。」（
荘
子
・
斉
物
論
第
二
）
で
結
ば
れ
る
。
加
え
て
首
部
の
「
百
骸
九
竅
」

は
「
百
骸
九
竅
六
藏
賅

そ
な
わ
り

而
存
焉
」（
荘
子
・
斉
物
論
第
二
）
の
不
用
意
な
引

用
（
心
は
六
藏
の
一
つ
。
風
羅
坊
（
心
）
を
取
り
上
げ
る
時
は
「
六
藏
」
ま
で
の
引
用
が
望

ま
れ
る
。）、
結
末
の
「
猶
酔
ル

者
の
A
語
に
ひ
と
し
く(

中
略)

、
人
又
亡
聴
せ

よ
。」
は
『
荘
子
』
の
斉
物
論
（
A
語
は
「
妄
語
」、
亡
聴
は
「
妄
聴
」）
の
片

言
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
出
典
、
同
種
の
引
用
態
度
を
首
尾
に
配
し
て
一

文
の
首
尾
を
区
画
し
た
も
の
で
、
論
旨
も
こ
の
「
人
又
亡
聴
せ
よ
。」
で
完
結

し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
ひ
と
ま
と
ま
り
は
最
後
に
配
置
さ
れ
た
一
句
が
一
文
全
体

を
引
き
締
め
る
俳
文
書
式
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。「
い
ね
る
人
の
譫う
は
ご
と言

」を「
跡

や
先
や
と
書
集
」
め
る
つ
た
な
い
表
現
行
為
を
心
の
闇
と
し
、
目
覚
め
時
の
浜

千
鳥
の
声
に
よ
っ
て
そ
の
迷
妄
か
ら
覚
醒
す
る
様
を
語
っ
て
、
こ
の
一
文
の
締

め
括
り
と
し
た
句
文
と
な
る
か
ら
で
あ
る（

注
12
）。「

燈
を
取
て
は
岡
（
罔
）
両
に
是

非
を
こ
ら
す
」（『
猿
蓑
』
所
収
「
幻
住
庵
記
」）「
虚
無
に
眼
を
ひ
ら
き
、
孱さ
ん
が
ん顔

に
虱
を
捫
ひ
ね
つ
て
座
す
。」（
米
沢
家
蔵
「
幻
住
庵
記
」）
な
ど
、
心
の
闇
に
棲
む
罔

両
や
虚
無
に
ま
な
こ
を
こ
ら
す
こ
と
は
、
芭
蕉
な
ら
ず
と
も
覚
醒
の
契
機
と
見

な
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
こ
の
句
文
の
文
脈
を
整
理
す
る
と
、
こ
こ
に
あ
っ
た
【
１
】
は
独

立
し
た
一
俳
文
で
あ
り
、そ
の
原
型
に
照
ら
せ
ば
井
本
氏
や
宮
本
氏
が
言
う「
違

た
「
西
行
・
宗
祇
・
雪
舟
・
利
休
」
に
倣
っ
て
新
規
に
練
達
の
作
家
「
紀
氏
・

長
明
・
阿
仏
の
尼
」
を
一
列
に
並
べ
て
そ
の
実
力
を
称
揚
し
た
上
で
、
そ
の
余

の
文
人
に
対
す
る
新
た
な
批
判
を
展
開
す
る
。
そ
の
余
の
文
人
た
ち
は
み
な「
俤

似
か
よ
ひ
」、古
文
の「
糟
粕
」を
改
め
る
こ
と
を
疎
か
に
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
新
ら
た
に
言
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
段
の
風
雅
の
達
人
の

系
譜
を
受
け
て
、「
並
み
」の
文
筆
家
の
行
動
を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
並
み
」

の
文
筆
家
に
は
、「
其
日
は
雨
降
、
昼
よ
り
晴
て
、
そ
こ
に
松
有
、
か
し
こ
に

何
と
云
川
流
れ
た
り
な
ど
い
ふ
事
、
た
れ
B
C
も
い
ふ
べ
く
覚
侍
れ
ど
も
、

黄
哥奇

蘇
新
の
た
ぐ
ひ
に
あ
ら
ず
ば
云
事
な
か
れ
。」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
こ

と
に
、
烏
滸
が
ま
し
い
批
判
で
あ
る
。

た
だ
し
そ
の
論
調
は
す
ぐ
に
大
き
く
転
調
し
て
「
さ
れ
ど
も
」
以
下
、
心
に

残
る
「
風
景
」、
旅
中
の
「
く
る
し
き
愁
」
な
ど
、「
わ
す
れ
ぬ
所
D
C
跡
や
先

や
と
書
集
」
め
る
こ
と
を
是
認
す
る
心
情
が
綴
ら
れ
る
。「
無
能
無
芸
」
な
ま

ま
文
芸
に
繋
が
れ
る
自
己
省
察
が
認
識
の
高
慢
さ
を
押
さ
え
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
練
達
の
文
人
の
列
記
と
「
並
み
」
の
文
筆
家
批
判
は
、
前
段
Ａ
・

Ｂ
の
風
雅
の
一
筋
を
受
け
、
一
方
、
先
後
構
わ
ず
書
き
綴
る
冴
え
な
い
己
の
文

芸
作
法
は
、
前
段
Ａ
に
書
か
れ
た
つ
た
な
い
自
己
省
察
に
繋
が
る
。
そ
し
て
最

後
に
、「
猶
酔
ル

者
の
A
語
に
ひ
と
し
く
、
い
ね
る
人
の
譫
言
す
る
た
ぐ
ひ
に

見
な
し
て
、
人
又
亡
聴
せ
よ
。」
と
、
序
章
Ａ
の
よ
う
な
厳
し
い
「
自
己
省
察
」

に
回
帰
す
る
。
文
脈
は
執
拗
な
ま
で
の
自
己
省
察
、
熱
烈
な
凡
作
者
批
判
、
過

激
な
自
己
卑
下
と
大
き
く
う
ね
っ
て
完
結
し
て
い
る
。
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で
始
ま
る
吉
野
巡
礼
の
始
発
の
記
事
に
よ
っ
て
、
も
う
一
度
、
空
間
的
に
区
画

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
仕
切
り
で
区
画
さ
れ
る
「
伊
賀
・
伊
勢
紀
行
」
の
叙
述
は
、
語

り
手
す
な
わ
ち
風
羅
坊
が
故
郷
で
迎
え
た
越
年
行
事
並
び
に
親
族
打
ち
揃
っ
て

の
墓
参
と
、
早
春
の
行
楽
を
兼
ね
た
伊
勢
参
宮
と
で
二
分
さ
れ
る
が
、
そ
の
越

年
・
墓
参
と
伊
勢
参
宮
と
の
間
に
は
、
足
取
り
や
時
間
推
移
等
の
繋
が
り
が
欠

け
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
さ
れ
る
「
さ
ま
D
C
の
」
発
句
は
、
確
か
に
伊
賀

の
旧
主
の
庭
園
で
披
露
さ
れ
た
「
桜
」
の
発
句
で
、
こ
の
次
に
、「
衣
更
着

0

0

0

」

の
風
俗
や
「
梅
の
花

0

0

0

」
の
開
花
が
続
く
と
い
う
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
宮
本
三
郎

氏
は
こ
こ
に
「
詞
書
な
し
に
「
さ
ま
D
C
の
事
お
も
ひ
出
す
桜
哉
」
と
い
う

一
句
を
出
す
の
は
、
い
か
に
も
唐
突
で
」「
乙
州
本
の
句
の
挿
入

0

0

0

0

が
芭
蕉
自
身

の
手
に
成
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
」（『
蕉
風
俳
諧
論
考
』
三
〇
一
頁
）
と
い
う
。

以
下
、
具
体
的
に
そ
の
発
句
の
配
列
を
示
す
（
後
続
の
資
料
と
比
較
す
る
た
め
に
頭

に
番
号
を
付
す
）。

伊
賀
国
阿
波
の
庄
と
い
ふ
所
に
、
俊
乗
上
人
の
旧
跡
有
。
護
峰
山
新
大
仏

寺
と
か
や
云
（
中
略
）。

①
丈
六
に
か
げ
ろ
ふ
高
し
石
の
上

②
さ
ま
D
C
の
事
お
も
ひ
出
す
桜
哉

0

0

0

伊
勢
山
田

③
何
の
木
の
花
と
は
し
ら
ず
匂
哉

④
裸
に
は
ま
だ
衣
更
着

0

0

0

の
嵐
哉

和
感
」
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
一
様
に
語
ら
れ
て
い
た

序
章
の
切
れ
続
き
の
悪
さ
は
、
一
つ
の
論
理
文
の
中
に
（
２
）
の
叙
事
文
、
旅

支
度
が
強
い
て
挿
入
さ
れ
、
巡
礼
記
の
序
章
ら
し
い
体
裁
を
整
え
た
結
果
生
じ

た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
原
型
【
１
】
か
ら
言
え
る
事
は
、
一
に
、
こ
の
作
品
の
始
発
点
が

尾
張
の
国
に
歩
み
を
進
め
る
風
羅
坊
の
内
心
を
描
く
事
に
あ
り
、
二
に
尾
張
の

国
に
お
け
る
風
羅
坊
に
、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
や
『
冬
の
日
』
と
同
じ
風
狂
人

の
気
質
を
付
与
す
る
こ
と（

注
13
）、

さ
ら
に
三
に
、「
百
骸
九
竅
」
に
始
ま
り
「
人
又

亡
聴
せ
よ
」
と
結
ば
れ
る
『
荘
子
』「
斉
物
論
」
の
引
用
に
よ
っ
て
、
風
羅
坊

に
相
応
の
学
識
、
秀
で
た
論
理
性
、
人
目
を
惹
く
よ
う
な
論
述
技
能
を
付
与
す

る
事
が
計
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

四　

伊
賀
・
伊
勢
紀
行

次
に
『
笈
の
小
文
』
の
【
承
】
の
部
に
位
置
す
る
「
伊
賀
・
伊
勢
紀
行
」
は
、

冒
頭
に
あ
る
「
師
走
十
日
余
、
名
ご
や
を
出
て
旧
里
に
入
ん
と
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」
と
い
う

叙
述
で
始
ま
る
。
こ
こ
は
乙
州
本
で
も
改
行
し
て
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
尾

張
と
伊
勢
と
は
元
来
、
木
曽
三
川
で
地
勢
上
区
分
さ
れ
、
東
日
本
・
西
日
本
の

境
界
に
当
た
る
が
、
こ
こ
に
は
「
名
古
屋
」
と
「
旧
里
（
伊
賀
）」
と
を
地
勢

で
区
切
っ
て
、
叙
述
を
区
分
す
る
意
図
が
見
え
る
。
ま
た
こ
の
「
伊
賀
・
伊
勢

紀
行
」
の
結
末
は
、「
弥
生
半
過
る
程
、
そ
ゞ
ろ
に
う
き
立
（
つ
）
心
の
花
の
、

我
を
道み
ち
び
く引

枝
折
と
な
り
て
」
と
、
花
咲
く
春
の
到
来
、
沸
き
立
つ
行
楽
の
気
分
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阿
波
大
仏

①
丈
六
に
か
げ
ら
ふ
高
し
石
の
跡

い
せ

③
何
の
木
の
花
と
ハ
し
ら
ず
匂
哉

神
垣
の
う
ち
に
梅
一
木
も
み
え
ず
。
い
か
な
る
故
に
や
と
人
に
尋
侍

れ
バ
、
唯
ゆ
へ
は
な
く
て
、
む
か
し
r
一
木
も
な
し
。
お
こ
ら
ご
の

舘
の
後
に
一
も
と
有
と
い
ふ
ヲ

⑨
梅
稀
に
一
も
と
ゆ
か
し
子
良
の
舘

一
有
が
妻

○
暖
簾
の
お
く
も
の
ふ
か
し
北
の
梅

網
代
民
部
息
雪
堂
会
。
ち
ゝ
が
風
雅
を
そ
ふ
。

⑦
梅
の
木
に
猶
や
ど
り
ぎ
や
梅
花

龍
尚
舎
に
あ
ふ

⑥
も
の
ゝ
名
を
ま
づ
と
ふ
荻
の
わ
か
ば
哉

二
乗
軒
と
云
草
庵
會

⑧
や
ぶ
椿
か
ど
は
葎
の
わ
か
ば
か
な

菩
堤提

山
即
叓

⑤
山
寺
の
か
な
し
さ
告
よ
野
老
堀掘

久
保
倉
右
近
會
、
雨
降

○
か
ミ
こ
着
て
ぬ
る
と
も
折
ン
雨
の
花

十
五
日
、
外
宮
の
舘
に
あ
り
て

菩
提
山

⑤
此
山
の
か
な
し
さ
告
よ
野と

こ
ろ老

堀マ
マ

龍
尚
舎

⑥
物
の
名
を
先
と
ふ
芦
の
わ
か
葉
哉

網
代
民
部
雪
堂
に
会

⑦
梅
の
木
に
猶
や
ど
り
木
や
梅
の
花

0

0

0

草
庵
会

⑧
い
も
植
て
門
は
葎
の
わ
か
葉
哉

神
垣
の
う
ち
に
梅
一
木
も
な
し
。（
中
略
）

⑨
御
子
良
子
の
一
も
と
ゆ
か
し
梅
の
花

0

0

0

⑩
神
垣
や
お
も
ひ
も
か
け
ず
ね
は
ん
ぞ
う

他
本
で
は
②
「
さ
ま
D
C
の
」
句
の
前
書
に
「
故
主
蝉
吟
公
の
庭
に
て
」

と
あ
る（

注
14
）。

そ
の
故
主
の
庭
園
に
こ
の
時
、
何
桜
が
咲
い
た
か
は
不
明
で
あ
る

（
現
在
は
早
咲
き
の
し
だ
れ
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
）。
だ
が
、
何
桜
が
咲
く
に

し
ろ
、
②
の
「
桜
」
の
後
に
「
衣
更
着
」
や
「
梅
の
花
」
を
配
置
す
る
こ
と
は

奇
妙
で
あ
る
。
季
節
の
進
行
や
植
物
の
開
花
の
順
行
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る（

注
15
）。

も
し
こ
の
奇
妙
な
配
列
さ
え
小
事
と
見
え
る
よ
う
な
大
き
な
加
筆
要
因
が
な
け

れ
ば
、
こ
れ
自
体
が
大
き
な
瑕
疵
の
放
置
と
見
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、こ
の
「
伊
賀
・
伊
勢
紀
行
」
の
障
害
物
と
な
っ
て
い
る
発
句
「
さ

ま
D
C
の
」
は
、
今
栄
蔵
氏
が
紹
介
す
る
次
の
『
笈
の
小
文
』
断
簡
で
は
省

か
れ
て
い
る（

注
16
）。
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国
も
よ
し
野
へ
行
脚
せ
ん
と
伊
勢
迄
来
候
而
、
只
今
一
所
に
居
候
」（
杉
風
宛

芭
蕉
書
簡
、
元
禄
元
年
二
月
）
と
い
う
書
簡
の
文
面
も
あ
る
。
芭
蕉
と
杜
国
と

は
、
伊
勢
で
落
ち
合
っ
た
後
、
芭
蕉
の
生
国
伊
賀
上
野
に
て
春
暖
を
待
ち
、
三

月
十
九
日
に
吉
野
巡
礼
に
旅
立
っ
て
い
る（

注
17
）。

そ
の
伊
賀
滞
在
の
模
様
を
伝
え

る
服
部
土
芳
の
『
芭
蕉
翁
全
伝
』
に
は
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

○
薬
師
寺
月
並
初
會

初
桜
折
し
も
け
ふ
ハ
能
日
な
り

○
探
丸
氏
別
墅
の
花
を

さ
ま
D
C
の
事
思
ひ
出
す
さ
く
ら
哉

丈
六
の
陽
炎
高
し
砂マ

マ

の
上

か
げ
ら
ふ
や
俤
つ
ゞマ

マ

れ
い
し
の
上

（
中
略
）
再
吟
シ
テ
後
、
丈
六
の
か
た
に
き
ハ
ま
る
。

○
瓢
竹
庵
ニ
テ

花
を
宿
に
初
終
り
や
廿
日
ほ
ど

0

0

0

0

○
旅
立
ツ
日

此
ほ
ど
を
花
に
礼
云
別
哉

此
二
句
ハ
瓢
竹
庵
休
息
の
時
也
。
是
ヨ
リ
吉
野
の
花
ニ
出
ラ
レ
シ
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

万
菊
も

長
閑
さ
に
何
も
思
ハ
ぬ
昼
寐
哉

ト
云
句
ア
リ

⑩
神
垣
や
お
も
ひ
も
か
け
ず
ね
は
ん
像
（
句
読
点
、
濁
点
傍
線
傍
書
筆
者
。
以

下
同
じ
。）

『
笈
の
小
文
』
本
文
に
先
立
っ
て
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
の
断
簡
で
は
、

伊
勢
神
宮
関
係
者
と
の
俳
事
が
そ
れ
と
分
る
よ
う
に
丁
寧
に
配
列
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
『
笈
の
小
文
』
で
は
、
○
「
暖
簾
の
」、
○
「
か
ミ
こ
着
て
」
の
二

句
が
除
外
さ
れ
、
②
「
さ
ま
D
C
の
」、
④
「
裸
に
は
」
の
二
句
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
①
⑤
⑥
⑧
⑨
の
発
句
（
傍
線
部
）
に
は
推
敲
の
跡
が
あ
る
。

そ
の
推
敲
の
跡
を
見
る
と
、『
笈
の
小
文
』
に
は
明
ら
か
に
推
敲
後
の
発
句
が

掲
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
掲
出
さ
れ
た
発
句
贈
答
を
通
じ
て
、
和
や
か

な
風
交
を
演
出
す
る
作
意
が
見
え
る
。
た
だ
し
そ
の
作
意
の
点
で
は
、『
笈
の

小
文
』
の
伊
勢
参
宮
記
事
よ
り
断
簡
の
方
が
生
の
人
情
の
や
り
取
り
に
近
い
よ

う
に
見
え
る
。「
伊
賀
・
伊
勢
紀
行
」
の
原
型
と
言
わ
れ
る
こ
の
『
笈
の
小
文
』

断
簡
に
照
ら
す
と
、
発
句
「
さ
ま
D
C
の
」
が
『
笈
の
小
文
』
本
文
の
執
筆

時
に
新
規
に
追
加
さ
れ
た
か
と
予
想
さ
れ
や
す
い
。
先
に
宮
本
氏
が
こ
の
句
を

後
に
「
挿
入
」
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
の
は
、こ
の
草
稿
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
旧
主
一
族
と
の
邂
逅
を
偲
ぶ
こ
の
一
句
が
、
事
実
上
、
季
節
上
、
行

程
上
、
素
材
配
列
上
、
齟
齬
を
来
す
こ
と
を
承
知
の
上
で
追
加
さ
れ
た
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
な
ぜ
不
自
然
さ
の
解
消
策
が
未
定
の
ま
ま
、
放
置
さ
れ
た
の
か
。

実
は
、
事
実
関
係
か
ら
言
え
ば
、
伊
勢
参
宮
は
二
月
中
旬
に
終
了
し
て
、
芭

蕉
は
二
月
十
八
日
に
は
、
伊
賀
上
野
に
帰
郷
し
て
い
る
。「
二
月
四
日
参
宮
い

た
し
、
当
月
十
八
日
、
親お
や

年ね
ん
き忌

御
座
候
付
、
伊
賀
へ
か
へ
り
候
」「
尾
張
の
杜
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（（
　
）
内
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）

す
で
に
「
衣
更
着
（
貞
享
五
年
二
月
四
日
）」
頃
に
は
制
作
さ
れ
て
い
る
伊

勢
参
宮
の
発
句
③
〜
⑩
が
こ
こ
に
配
置
さ
れ
る
理
由
は
、「
か
の
い
ら
こ
崎
に

0

0

0

0

0

0

0

て
ち
ぎ
り
置
し
人

0

0

0

0

0

0

0

の
、
い
勢
に
て
出
む
か
ひ

0

0

0

0

0

0

0

0

、」
と
い
う
『
笈
の
小
文
』
の
叙

述
か
ら
導
か
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
整
合
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
伊
賀
滞
在
中

の
句
稿
の
後
に
「
伊
勢
参
宮
句
稿
」が
挿
入
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
伊
勢
巡
礼
を
『
笈
の
小
文
』
の
追
加
部
と
見
て
一
度
除
外
す
る
こ

と
で
こ
の
箇
所
を
原
型
に
戻
す
と
、
叙
述
は
次
の
よ
う
で
支
障
な
い
事
に
な
る
。

春
立
て
ま
だ
九
日
の
野
山
哉

枯
芝
や
や
ゝ
か
げ
ろ
ふ
の
一
二
寸

（
中
略
）

①
丈
六
に
か
げ
ろ
ふ
高
し
石
の
上

②
さ
ま
D
C
の
事
お
も
ひ
出
す
桜
哉

弥
生
半
過
る
程
、
そ
ゞ
ろ
に
う
き
立
（
つ
）
心
の
花
の
、
我
を
道
引
（
く
）
枝

折
と
な
り
て
、
よ
し
の
ゝ
花
に
お
も
ひ
立
ん
と
す
る
に
、
か
の
い
ら
こ
崎
に
て
ち

ぎ
り
置
し
人
の
、
い
勢
に
て
出
む
か
ひ
、
と
も
に
旅
寐
の
あ
は
れ
を
も
見
、
且

は
我
為
に
童
子
と
な
り
て
道
の
便
り
に
も
な
ら
ん
と
、
自
万
菊
丸
と
名
を
い
ふ
。

『
笈
の
小
文
』
冒
頭
で
露
沾
公
（
岩
城
内
藤
藩
、藩
主
息
）
に
餞
別
句
を
賜
っ

て「
ゆ
へ
あ
る
人
」ら
し
く
江
戸
を
旅
立
っ
た
の
は
、他
な
ら
ぬ
風
羅
坊
で
あ
る
。

そ
の
風
羅
坊
が
故
郷
で
新
年
を
迎
え
、
一
族
再
会
を
果
た
し
た
後
に
、
春
暖
の

季
節
と
共
に
吉
野
を
目
指
す
時
期
が
、
こ
の
「
さ
ま
D
C
の
」
発
句
が
詠
出

（
今
栄
蔵
著
『
芭
蕉
伝
記
の
諸
問
題
』三
八
三
頁
、
翻
刻
「
芭
蕉
翁
全
傳
」）

こ
の
発
句
「
初
桜
」「
さ
ま
D
C
の
」
の
後
に
「
丈
六
の
陽
炎
高
し
」「
か
げ

ら
ふ
や
俤
つ
ゞ
れ
」
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
次
に
、
伊
賀
滞
在
中
の
桜
の
句
々
が

配
列
さ
れ
て
、「
廿
日
ほ
ど
」
続
い
た
花
見
の
喜
び
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

こ
の
句
稿
中
に
は
「
是
ヨ
リ
吉
野
の
花
ニ
出
ラ
レ
シ
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」
と
い
う
服
部
土
芳

の
解
説
が
あ
る
。「
吉
野
の
花
ニ
出
ラ
レ

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
は
、
吉
野
に
お
け
る
花
見
見
物

こ
そ
、
当
初
は
こ
の
吉
野
巡
礼
の
主
眼
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ち
な
み
に
こ
の
句
稿
に
よ
る
と
、
伊
賀
上
野
で
開
花
す
る
桜
を
堪
能
し
た
芭

蕉
と
杜
国
と
は
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
吉
野
の
桜
を
目
ざ
し
て
旅
立
っ
て
い
る
。

杜
国
が
言
う
「
何
も
思
ハ
ぬ
昼
寐
」
と
は
、
空
米
売
買
の
罪
で
名
古
屋
を
追
放

さ
れ
た
坪
井
杜
国
に
も
幽
愁
の
霧
を
払
う
好
日
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
『
笈
の
小
文
』
で
は
、
伊
勢
神
宮
巡
礼
を
終
え
た
風
羅
坊
を
「
か

の
い
ら
こ
崎
に
て
ち
ぎ
り
置
し
人
」
が
「
い
勢
に
て
出
む
か
ひ
」
て
後
、
伊
勢

か
ら
い
き
な
り
吉
野
行
脚
に
旅
立
つ
か
た
ち
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

御
子
良
子
の
一
も
と
ゆ
か
し
梅
の
花

神
垣
や
お
も
ひ
も
か
け
ず
ね
は
ん
ぞ
う

弥
生
半
過
る
程
、
そ
ゞ
ろ
に
う
き
立
（
つ
）
心
の
花
の
、
我
を
道
引
（
く
）
枝
折

と
な
り
て
、
よ
し
の
ゝ
花
に
お
も
ひ
立
ん
と
す
る
に
、
か
の
い
ら
こ
崎
に
て
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ぎ
り
置
し
人

0

0

0

0

0

の
、
い
勢
に
て
出
む
か
ひ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
も
に
旅
寐
の
あ
は
れ
を
も
見
、
且

は
我
為
に
童
子
と
な
り
て
道
の
便
り
に
も
な
ら
ん
と
、
自
万
菊
丸
と
名
を
い
ふ
。
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十
四
日
。」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
杜
国
に
と
っ
て
こ
の
度
の
近
畿
巡
礼
は
、

伊
賀
上
野
を
出
立
し
て
吉
野
に
向
か
っ
た
「
貞
享
五
年
三
月
十
九
日
」
を
始
発

と
し
、
京
都
で
こ
の
「
惣
七
宛
芭
蕉
書
簡
」
が
書
か
れ
た
「
四
月
二
十
五
日
」

で
終
了
す
る
巡
礼
修
行
だ
っ
た
事
が
分
る
。

し
か
し
、吉
野
に
お
け
る
花
見
遊
山
の
前
に
伊
勢
参
宮
記
が
配
置
さ
れ
る
と
、

こ
の
事
情
は
少
々
変
質
す
る
。
二
月
（
更
衣
）
の
伊
勢
参
宮
、
三
月
中
旬
の
吉

野
の
花
見
遊
山
、
三
月
末
、
和
歌
浦
で
春
を
見
送
り
、
四
月
に
、
大
阪
・
尼
崎
・

兵
庫
を
船
便
で
通
過
し
、
須
磨
・
明
石
の
古
戦
場
を
廻
る
約
二
ヶ
月
半
の
長
旅

が
出
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
伊
勢
参
宮
が
始
発
と
な
る
事
で
、
今
回

の
旅
に
は
宗
教
色
が
加
わ
り
、
物
見
遊
山
さ
な
が
ら
の
行
者
の
巡
礼
行
に
も
修

行
色
が
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
こ
の
風
羅
坊
は
江
戸
出
立
時
点
で
す
で
に
「
関
送
り
」
の
も
て
な

し
を
受
け
る
仏
道
修
行
者
で
あ
る
。
風
羅
坊
の
旅
が
最
初
か
ら
宗
教
色
を
帯
び

て
い
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
当
初
か
ら
目
的
地
が
吉
野
と
定

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
吉
野
が
修
験
道
の
道
者
の
聖
地
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
ま
た
、
渥
美
半
島
の
付
け
根
の
保
美
村
か
ら
船
便
を
使
っ
て
伊
勢
の
大

湊
に
上
陸
し
た
坪
井
杜
国
の
旅
行
も
ま
た
、
伊
勢
参
拝
を
目
指
し
た
巡
礼
行
に

他
な
ら
な
い
。

た
だ
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
風
羅
坊
の
帰
郷
に
続
く
約
四
ヶ
月
の
、
墓
参
・

越
年
・
挨
拶
・
休
息
・
花
見
三
昧
は
、
巡
礼
と
い
う
に
は
長
す
ぎ
る
滞
在
に
な

る
。
事
実
上
「
帰
郷
」
の
意
味
を
持
つ
こ
の
期
間
を
巡
礼
行
に
組
み
入
れ
る
こ

さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
故
郷
出
立
に
当
た
っ
て
、「
故
主
蝉
吟
公
の
庭
」
で
催

さ
れ
た
祝
宴
に
参
加
し
て
詠
唱
さ
れ
た
「
さ
ま
D
C
の
」
発
句
の
背
後
に
あ

る
の
は
、晴
れ
が
ま
し
さ
を
伴
う
祝
賀
の
意
識
だ
ろ
う
。旧
主
藤
堂
良
長（
探
丸
）

に
招
か
れ
て
出
座
す
る
祝
賀
の
儀
に
は
、
い
よ
い
よ
念
願
の
吉
野
行
脚
に
乗
り

出
す
行
人
を
送
る
と
い
う
、
目
に
見
え
な
い
筋
立
が
有
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
同

じ
く
紀
行
冒
頭
で
「
岩
城
の
住
、
長
太
郎
と
云
も
の
」
が
「
関
送

0

0

リ

せ
ん
」
と

て
用
意
し
た
祝
宴
の
句
会
に
正
客
と
し
て
招
か
れ
た
の
も
風
羅
坊
で
は
な
か
っ

た
か
。
他
本
で
「
故
主
蝉
吟
公
の
庭
に
て
」（
一
葉
本
・
蝶
夢
本
）
と
前
書
き

す
る
こ
の
「
さ
ま
D
C
の
」
発
句
は
、
こ
の
位
置
に
あ
る
事
で
誠
に
上
首
尾

に
生
き
て
働
く
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
『
笈
の
小
文
』
の
原
型
は
伊
賀
に
尋
ね
寄
っ
た
杜
国
を
同
道
し
て
行

わ
れ
た
吉
野
に
お
け
る
花
見
遊
山
に
あ
り
、「
さ
ま
D
C
の
事
お
も
ひ
出
す
桜

哉
」
に
続
く
伊
勢
参
宮
の
記
事
③
〜
⑩
は
、「
か
の
い
ら
こ
崎
に
て
ち
ぎ
り
置

し
人
」
が
「
い
勢
に
て
」
出
迎
え
、
そ
こ
か
ら
伊
賀
滞
在
を
中
抜
き
に
し
て
直

に
吉
野
の
花
見
に
出
掛
け
る
と
い
う
【
虚
構
】
に
従
っ
て
新
規
に
追
加
さ
れ
た

叙
述
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
）。

五　

瑕
疵
の
道
理

先
に
引
用
し
た
「
惣
七
宛
芭
蕉
書
簡
」
の
末
尾
に
付
載
さ
れ
た
杜
国
の
旅
行

メ
モ
に
は
、「
三
月
十
九
日
伊
賀
上
野
を
出
て
三
十
四
日
。
道
の
ほ
ど
百
三
十

里
。
此
内
、
船
十
三
里
、
駕
籠
四
十
里
、
歩
行
路
七
十
七
里
、
雨
に
あ
ふ
事
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の
記
論
」
に
あ
り
、【
承
】
の
部
の
原
型
が
杜
国
を
同
道
し
て
行
わ
れ
た
吉
野

に
お
け
る
花
見
遊
山
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
分
る
事
が
も
う
三
つ
あ

る
。
一
つ
は
『
笈
の
小
文
』
冒
頭
部
、
露
沾
公
に
餞
別
句
を
賜
っ
て
「
ゆ
へ
あ

る
人
」
ら
し
く
江
戸
を
旅
立
つ
叙
述
は
、仮
に
幾
分
の
変
更
は
あ
る
と
し
て
も
、

「
伊
勢
句
稿
」
挿
入
以
前
に
す
で
に
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た

一
つ
は
、「
か
の
い
ら
こ
崎
に
て
ち
ぎ
り
置
し
人
」
す
な
わ
ち
杜
国
を
尋
ね
て
、

伊
良
子
崎
を
訪
問
す
る
「
伊
良
子
崎
紀
行
」
の
叙
述
も
す
で
に
書
か
れ
て
い
た

こ
と（

注
18
）、

三
つ
目
は
杜
国
を
同
道
し
て
行
わ
れ
た
吉
野
遊
山
が
、
純
正
、
回
国

行
脚
の
物
語
に
書
き
換
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
長
い
射
程
を
も
つ
改
訂
作
業
が
誰
の
手
に
拠
る
も
の
か
、
今
は
ま
だ
判

然
と
し
な
い
。
し
か
し
今
後
、
こ
の
遺
文
の
瑕
疵
を
読
み
取
る
作
業
が
意
義
深

い
作
業
に
な
る
こ
と
は
言
い
添
え
て
良
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注注
１
、初
出
は
、宮
本
三
郎
著
「『
笈
の
小
文
』
へ
の
疑
問
」『
文
学
』
昭
和
四
五
年
四
月
号
・

五
月
号
。
同
著
『
蕉
風
俳
諧
論
考
』
笠
間
書
院
刊
、
昭
和
四
九
年
八
月
に
再
録
。
か

な
り
大
き
な
論
争
だ
っ
た
た
め
、
主
要
関
係
者
の
論
文
は
、『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢

書
　
芭
蕉
Ⅱ
』（
有
精
堂
刊
、
昭
和
五
二
年
八
月
）
に
一
括
し
て
再
録
さ
れ
て
い
る
。

注
２
、
大
礒
義
雄
著
『
笈
の
小
文
（
異
本
）
の
成
立
の
研
究
』
ひ
た
く
書
房
刊
、
昭
和

五
六
年
二
月
。

注
３
、
初
出
は
、
高
橋
庄
次
著
「『
笈
の
小
文
』
の
謡
曲
構
成
」『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和

四
八
年
八
月
号
。
後
に
同
著『
芭
蕉
連
作
詩
篇
の
研
究 

― 

日
本
連
作
詩
歌
史
序
説 

―
』

笠
間
書
院
刊
、
昭
和
五
四
年
二
月
に
収
録
。

と
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
坪
井
杜
国
自
身
が
そ
う
自
覚
し
た
よ
う
に
、
伊
賀

上
野
を
発
し
て
吉
野
の
花
見
を
目
指
す
彼
ら
の
巡
礼
は
、
三
月
十
九
日
に
始
ま

る
。
そ
の
実
態
に
幾
分
か
の
修
正
を
加
え
る
に
は
、
伊
勢
か
ら
直
に
吉
野
山
を

目
指
す
日
程
の
組
替
え
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
こ
に
先
の
虚
構
の
意
味
を
見
る
事

が
で
き
る
。

こ
う
し
て
『
笈
の
小
文
』
の
旅
行
の
原
型
を
確
認
し
、「
さ
ま
D
C
の
」
発

句
に
続
く
「
伊
勢
句
稿
」
③
〜
⑩
の
挿
入
に
よ
っ
て
「
伊
勢
」
か
ら
直
に
吉
野

の
花
見
遊
山
に
出
立
す
る
【
虚
構
】
の
意
味
を
読
み
取
っ
て
み
る
と
、
臨
時

的
に
し
ろ
「
伊
勢
句
稿
」
③
〜
⑩
を
「
さ
ま
D
C
の
」
発
句
の
後
に
挿
入
す

る
理
由
の
過
半
を
見
通
す
事
が
出
来
る
。
伊
勢
参
宮
の
記
事
③
〜
⑩
を
「
さ
ま

D
C
の
」
発
句
の
後
に
配
置
す
る
事
で
生
じ
る
不
自
然
さ
は
重
々
承
知
の
上

で
、
な
お
か
つ
、
こ
の
虚
構
を
採
用
す
る
理
由
は
確
か
に
有
り
そ
う
で
あ
る
。

六　

遺
文
の
奥
深
さ

松
尾
芭
蕉
作
『
笈
の
小
文
』
は
、
仏
道
修
行
者
風
羅
坊
が
背
中
に
背
負
っ
た

箱
状
の
キ
ャ
リ
ー
（
笈
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
書
き
差
し
の
小
文
を
意
味
す
る
。

そ
の
小
文
を
見
つ
け
出
し
、
梓
に
乗
せ
る
事
で
、
そ
の
修
行
者
の
隠
さ
れ
た
威

徳
を
広
布
す
る
と
こ
ろ
に
版
本
『
笈
の
小
文
』
の
意
味
が
あ
る
。
た
と
え
そ
れ

が
未
完
の
紀
行
文
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
は
編
者
河
合
乙
州
か
ら
見
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
に
読
み
解
か
れ
る
べ
き
瑕
疵
で
あ
る
。

『
笈
の
小
文
』
の
【
起
】
の
部
の
原
型
が
「
自
己
省
察
」「
造
化
芸
能
論
」「
道
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古
屋
の
名
所
）
の
千
鳥
は
、「
星
崎
の
闇
を
見
よ
」
と
鳴
く
の
意
。
芭
蕉
を
泊
め
た
鳴

海
の
知
足
は
「
芭
蕉
翁
を
送
る
／
君
に
よ
り
知
る
呼
継
の
ち
ど
り
哉
」
の
句
を
贈
っ

て
「
呼
継
の
ち
ど
り
」が
「
闇
を
見
よ
」と
発
声
す
る
着
想
へ
の
共
感
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
時
の
「
千
鳥
」
を
機
縁
に
執
筆
が
始
ま
っ
た
『
千
鳥
掛
』（
正
徳
二
年
序
）
に
因

む
俳
文
と
し
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。

注
13
、『
冬
の
日
』
冒
頭
に
は
「
笠
は
長
途
の
雨
に
ほ
こ
ろ
び
、
帋
子
は
と
ま
り
B
C
の

あ
ら
し
に
も
め
た
り
。侘
つ
く
し
た
る
わ
び
人
我
さ
へ
あ
は
れ
に
お
ぼ
へ
け
る（
中
略
）

狂
句
木
が
ら
し
の
身
は
竹
斎
に
似
た
る
哉
」と
、そ
の
風
狂
振
り
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

同
句
は
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
に
も
収
録
。

注
14
、
他
本
に
は
、「
故
主
蝉
吟
公
の
庭
に
て
」（
一
葉
本
・
蝶
夢
本
）
の
前
書
が
あ
る
。

事
実
は
前
書
通
り
だ
が
、
乙
州
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。『
芭
蕉
連
作
詩
篇
の
研
究

― 

日
本
連
作
詩
歌
史
序
説 

―
』、
七
三
五
〜
七
三
八
頁
。

注
15
、『
笈
の
小
文
』
後
半
部
で
は
こ
う
し
た
叙
述
の
入
れ
替
え
の
痕
跡
を
吉
野
山
「
滝
尽

く
し
」「
高
野
和
歌
浦
」「
須
磨
明
石
」
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
16
、今
栄
蔵
著「
新
出『
蕉
翁
全
伝
附
録
』」『
連
歌
俳
諧
研
究
』四
八
号
、一
九
七
五
年
一
月
。

同
著
『
芭
蕉
伝
記
の
諸
問
題
』
新
典
社
刊
、
平
成
四
年
九
月
に
収
録
。
五
〇
二
頁
。

注
17
、
惣
七
宛
芭
蕉
書
簡
、
貞
享
五
年
四
月
二
五
日
付
。

注
18
、
注
９
の
通
り
、
こ
の
本
文
の
下
敷
と
な
る
「
伊
良
胡
紀
行
真
蹟
」
は
す
で
に
書
か

れ
て
い
た
の
で
、
比
較
的
早
い
時
期
に
成
文
化
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』・「
惣
七
宛
芭
蕉
書
簡
」（
貞
享
五
年
筆
）
の
翻
字
掲
出
は
、『
古

典
俳
文
学
大
系
５
　
芭
蕉
集  

全
』
に
準
拠
し
た
。
ま
た
『
荘
子
』
は
寛
文
五
年
刊
『
荘
子

献
斎
口
義
』、
解
釈
は
岩
波
文
庫
版
『
荘
子
』
に
よ
っ
た
。

― 

は
ま
・
も
り
た
ろ
う
、
三
重
大
学
出
版
会
編
集
長 

―

注
４
、初
出
は
、尾
形
仂
著
「
鎮
魂
の
旅
情
」『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
一
年
一
月
号
。『
日

本
文
学
研
究
資
料
叢
書
　
芭
蕉
Ⅱ
』
再
録
。

注
５
、
山
本
荷
兮
編
『
曠
野
』（
元
禄
二
年
三
月
成
立
）
所
収
の
同
句
型
よ
り
は
洗
練
さ
れ
、

宝
井
其き

か
く角
編
『
花
摘
』（
元
禄
三
年
刊
）
所
収
の
句
型
（
同
年
五
月
の
条
に
掲
載
）
に

比
べ
る
と
見
劣
り
が
す
る
点
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
阿
部
正
美
著
『
芭
蕉
伝
記
考
説
』

明
治
書
院
刊
、
昭
和
三
六
年
一
〇
月
。

注
６
、
綱
島
三
千
代
著
「『
笈
の
小
文
』
成
立
上
の
諸
問
題
」『
連
歌
俳
諧
研
究
』
二
五
号
、

昭
和
三
八
年
七
月
。『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
叢
書
　
芭
蕉
Ⅱ
』
再
録
。

注
７
、「
幻
住
庵
記
」（
元
禄
三
年
八
月
成
立
）
冒
頭
部
と
重
複
す
る
文
言
が
あ
る
事
、「
嵯

峨
日
記
」
で
は
杜
国
の
夢
を
見
て
落
涙
し
た
四
月
二
七
日
の
翌
日
か
ら
、
幻
住
庵
で

書
き
た
め
た
草
稿
の
清
書
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
事
が
根
拠
と
な
る
。
井
本
農
一
著

「『
笈
の
小
文
』
と
『
お
く
の
細
道
』
の
関
係
」『
成
蹊
国
文
』
創
刊
号
、
昭
和
四
三
年

一
月
。
井
本
農
一
著
「『
笈
の
小
文
』
の
執
筆
と
元
禄
四
年
四
月
下
旬
の
芭
蕉
」『
連

歌
俳
諧
研
究
』
三
八
号
、
昭
和
四
五
年
三
月
。

注
８
、
注
３
に
同
じ
。

注
９
、
起
承
転
結
の
起
の
部
に
あ
た
る
「
江
戸
・
渥
美
・
名
古
屋
」
の
内
、「
渥
美
・
名
古

屋
」
に
つ
い
て
も
、「
伊
良
胡
紀
行
」
と
呼
ば
れ
る
詞
章
の
断
片
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

森
川
昭
著「
伊
良
古
崎
紀
行
真
蹟
・
奥
州
餞
等
発
句
切
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』三
七
号
、

昭
和
四
四
年
九
月
）
に
は
「
よ
し
だ
に
泊
る
夜
　
寒
け
れ
ど
ふ
た
り
旅
ね
ぞ
た
の
も

し
き
」
以
下
、
発
句
七
句
を
連
ね
て
い
る
。

注
10
、詳
し
く
は
拙
著『
野
ざ
ら
し
紀
行
の
成
立
』三
重
大
学
出
版
会
刊
、二
〇
〇
九
年
三
月
、

『
巡
礼
記
『
奥
の
細
道
』』
三
重
大
学
出
版
会
刊
、
平
成
一
四
年
三
月
、
参
照
。

注
11
、
井
本
農
一
著
「『
笈
の
小
文
』
と
『
お
く
の
細
道
』
の
関
係
」
の
発
言
を
踏
ま
え
る
。

『
蕉
風
俳
諧
論
考
』
二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
。

注
12
、芭
蕉
真
蹟
（
下
郷
氏
蔵
）
に
は
「
ね
覚
は
松
風
の
里
、よ
び
つ
ぎ
は
夜
明
て
か
ら
（
中

略
）」
と
前
書
き
し
て
こ
の
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
夜
明
け
に
鳴
く
呼
続
の
浜
（
名


